
視察目的 PLATEAU(国土交通省が主導する3D都市モデルのオープンデータ)を利用した先進的な防災の取組を学ぶ。

視察メンバー
(敬称略) 市議：揚張慎一、谷口睦生、三田真弥、鈴木正人、加藤廣行、鈴木絹男、佐原充恭　随行職員：前田武寛、酒井聡

視察地 埼玉県蓮田市 蓮田市役所 日時 2023.10.4(月) 13:00～14:30

視察テーマ ＰＬＥＡＴＥＵ(プラトー)を活用した防災の取組について

視察報告書
発行No. 　　S-231004

作成日 2023.10.10

作成者 佐原充恭

１．Project ＰＬＥＡＴＥＵの概要

所感：蓮田市が取り組んだ避難行動立案支援システムだけでなく、様々な

用途に活用できる可能性を感じた。庁内及び市民による活用は必須では

ないか。刈谷市においては、現在公開されている地図情報サービス

「かりマップ」内の水害情報マップは、浸水の深さを表示できるので、

このシステムとPLEATEUを連携できないかと感じた。

出典：当日頂いた資料及び国土交通省HP

・国交省が主導する３D都市モデル整備・活用・オープンデータ化プロジェクトで、都市活動のプラットフォームデータとして３D都市モデルを

整備し、様々な領域でユースケースを開発していく→蓮田市はこのユースケースに参画。

２．ＳＳＣ実現への取り組み

・庁内理解の促進、その他の事業課題解決への横展開、要求されるPCスペックへの対応、国庫補助の活用とユースケース開発、庁内にお

ける公開、地図情報システムとの連携、市民による活用。

かりマップの

水害情報マップ

２．ＰＬＥＡＴＥＵの特徴
①オープンデータ：標準化されたオープンフォーマット(CityGML)で、G空間情報センターからDLすれば誰でも自由に使用できる。

②精度管理されたデータ：公共主体が作成する地図データであり、精度管理された座標軸を持っている。

③デジタルツイン・DX施策：建物や道路等の位置関係が正確なので、現実都市に基づく開発(デジタルツイン)や仮想都市の構築が可能。

３．蓮田市の取り組み：「住民個人の避難行動立案支援ツール」の開発
蓮田市は元荒川の氾濫により、市内のほぼ全体が浸水深５０cm以上となり、最大３m以上になることが想定される。氾濫時には避難ルートが

遮断され、建物が孤立する可能性もある為、住民の水害リスクへの理解と早期の避難行動促進が重要な課題となっている。そこで、３D都市

モデルをベースに、浸水が時系列に従い徐々に広がっていく様子を三次元化するとともに、浸水範囲に応じた適切な避難ルートを検索・可

視化する当該システムを開発した。

４．その他の今後の課題、展開

浸水予想を３D表示する画面の様子

’22.12．17 黒浜西自治会館にて、西新宿地区及び西城地区住民17名が参加し、水害リスク説明、システム操作説明等を行った。

項目 成果 課題

避難ルート検索システムの操作 出発地を設定し、避難所までのルート
と所要時間、距離が把握できた。

ルートの勾配が考慮されない為、要配慮者には困難な
場合がある。裏道が検索されない。

時系列浸水水位の可視化 水害を自分事として捉え、早期避難の
必要性が理解された。

特になし。

3D都市モデルの自治体業務での活
用

職員より、防災分野で有効との意見が
あった。

当該システムを広く市民に周知し、市HPでWEB公開す
るとよいとの意見があった。

Re:Earthについて 浸水データや3D都市モデルを3D地図
上で可視化できた。

地図上で自宅を探す事に苦労する様子が散見された
為、より簡単に出発地点を設定できる機能が欲しい。

地域住民を対象とした実証結果と課題



視察報告書
発行No. 　　S-231005

作成日 2023.10.10

作成者 佐原充恭

視察目的 同市のスマートシティプロジェクトについて学び、刈谷の取り組みの参考とする。

視察メンバー
(敬称略) 市議：揚張慎一、谷口睦生、三田真弥、鈴木正人、加藤廣行、鈴木絹男、佐原充恭　随行職員：前田武寛、酒井聡

視察地 千葉県千葉市 千葉市役所 日時 2023.10.5(水) 10:00～12:00

視察テーマ スマートシティ推進の取組について

１．千葉市の取り組みの方向性～５つのスマート～

所感：スマートシティの「行かなくてもいい、待たなくていい」取り組みは、市民の利便性を向上させる半

面、行動範囲を狭めたり、人流を停滞させる可能性がある。市民の行動や運動を促す取り組みもバランスよく

盛り込み、配置していく事が重要だと感じた。また、各種の受給制度や補助制度は複雑かつ多岐に渡り、一般

市民にはわかりにくい為、「あなたが使える制度お知らせサービス～For You～」は大変良い取り組みだと思

う。デジタルデバイドに配慮しつつ、刈谷市でもぜひ導入すべきだと感じた。

出典：当日頂いた資料及び千葉市HP

２．⑤市役所のスマート化の実現に向けた取り組み

・地域課題や市民ニーズの把握→民間技術とのマッチング→プロジェクト化（スマートシティ実証補助事業（民間の実証実
験に経費補助（対象経費の1/2、上下5百万円）活用）→サービスの実証、実装。

①の取り組み事例

・ウェラブル端末からの収集データ

を活用した特定保健指導。

②の取り組み事例

・ICTやロボット技術を駆使したス

マート農業に対する支援。

③の取り組み事例

・デジタルミュージアムの開催。

④の取り組み事例

・避難所への太陽光発電設備、

蓄電池の設置。

ここちよく ちょうどいい

３．サービス実装の進め方～スモールスタートからのステップアップ～

R５年度の主な取り組み

●より多くの方がオンライン手続きに

接する事ができるよう、更なる広報を

行う。

●目的の手続きに容易にたどり着け

る仕組みの検討を行う。

●お知らせ対象を拡充するとともに、

更なる拡充を検討する。

●より多くの方にお知らせが届くよう、

LINEに加え、メールの通知機能を

追加する。

●デジタルデバイド（ＩＴを使える人と

使えない人の間に生じる経済格差）

対策として、スマートフォン講座や相

談会を行う。

目指す姿：各サービスを組み合わせた、複合的サービスの構築

例：それぞれのサービスのデータを連携させ、一つのアプリで予約から支払いまで完結させる。

⑤の取り組み事例

・市役所手続きのオンライン化

→年間手続件数の約8割で可能。

・「あなたが使える制度お知らせサー

ビス～For You～」

→市が保有する市民情報を活用し、

各制度の受給対象者となりうる方に

LINEで知らせる。



視察報告書
発行No. 　　S-231006

作成日 2023.10.10

作成者 佐原充恭

視察目的 同市が進めるDX(デジタルトランスフォーメーション)の手法等について学ぶ。

視察メンバー
(敬称略) 市議：揚張慎一、谷口睦生、三田真弥、鈴木正人、加藤廣行、鈴木絹男、佐原充恭　随行職員：前田武寛、酒井聡

視察地 栃木県宇都宮市　宇都宮市役所 日時 2023.10.6(金) 10:00～11:30

視察テーマ ＤＸ推進の取組について

主体 実施時期 取り組み事例 実施事項 備考

R３実施 スマート・モビリティサービス オンデマンドモビリティサービスの実証実験 R４実装

R３実施 スマート・ホスピタリティ LINE公式アカウント「コレメッケ宇都宮」の構築、実証 R４実装

R４実施 スマート・エデュケーション 社会施設等の３Dモデルを活用した学校教育の実証 R５実装

― 中小企業のデジタル化支援 金融機関と市が連携し、中小企業に専門家を派遣 ―

地域団体のDX ― 宮デジサポーター 市民団体と連携し、高齢者にスマホ操作方法を教える ―

事業者のDX

所感：宇都宮市のDXの取り組みは、1月に視察したスーパースマートシティ同様、体系的かつ組織的で、内

容もよく練られていた。目標値を設定をし、前向きに取り組む姿勢も好感が持てる。取り組みのまとめの文言

『デジタル技術が行政サービスの「即時性」「確実性」を高め、市民生活の質が高まる。』には感銘を受けた。

こうした視点を持ち、刈谷市もＤＸを推進願いたい。

出典：当日頂いた資料及び宇都宮市HP

３．目標設定（市民が「変わった」事を実感できる目標。5年以内の達成を目指す。）

１．宇都宮市のＤＸのビジョンと取り組みについて

２．行政ＤＸの実現に向けた取り組み

地域を構成する各主体が協力・連携しながら、共通の価値観をもって地域社会全

体のデジタル化やＤＸの実現を目指していく。

ＤＸ実現タスク：既成概念打破、

新価値創造の取り組みを戦略的に

推進するため策定。

市民視点 行政視点

②スマート窓口の実現 ⑤業務のデジタル変革

行政手続きオンライン化数：５００手続
※対面等規制があるものを除く全ての手続

③デジタルデバイド対策・デジタル人材育成 ⑥庁内DX人材の育成・確保

宮デジサポーター：１２０人 ノーコード開発ができる職員：３００人
④デジタル社会基盤の強化 ⑦スマートワークの実現

マイナンバーカード普及率：１００％ 執務室改善：本庁舎全フロア
⑧データの利活用

　行政課題の解決に資するデータを活用した伴走型モデル事業数：１０件
データ

ＡＩ・ＲＰＡ活用業務数：１２０業務

①スーパースマートシティ実現に向けたデジタルサービスの提供等

手続・業務

サービス
　デジタルサービスを享受している市民の割合：６６％

人

環境

取り組み事例

DX実現本部 本部会議
     市長、副市長、各部局長

外部デジタル

専門人材 ほか

企画会議 各部次長

各推進チーム
タスク検討事項を積極的に事業化

事務局：デジタル政策課各事業課

助言・支援

助言・指示

助言・指示

外部のデジタル専門人材

４名を登用市長

部
局
担
当
制
に

よ
る
伴
走
支
援


